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令和５年度農業経営アドバイザー活動推進協議会総会 議事次第 

 

日時：令和５年７月７日（金）14時～15時 

                      場所：日本政策金融公庫本店４階 401会議室 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

   農業経営アドバイザー活動推進協議会 会長 大泉 一貫 様 

   日本政策金融公庫代表取締役専務取締役 農林水産事業本部長 倉重 泰彦 

 

３ 来賓ご挨拶 

   農林水産省経営局金融調整課金融調整官 根本 賢治 様 

 

４ 報告事項 

① 令和４年度 農業経営アドバイザー連絡協議会（都道府県）の活動実績 

② 令和４年度 農業経営アドバイザー活動推進（全国）の実績 

③ 令和５年度の農業経営アドバイザー制度に関する取組み 

 

５ 意見交換 

 

６ 閉会 



  

「農業経営アドバイザー活動推進協議会」構成員一覧 

 

   

（ 一 般 社 団 法 人 ）  全国銀行協会 

（ 一 般 社 団 法 人 ）  全国地方銀行協会 

（ 一 般 社 団 法 人 ）  第二地方銀行協会 

（ 一 般 社 団 法 人 ）  全国信用金庫協会 

（ 一 般 社 団 法 人 ）  全国信用組合中央協会 

 農林中央金庫 

（ 一 般 社 団 法 人 ）  全国農業改良普及支援協会 

（ 一 般 社 団 法 人 ）  全国農業経営コンサルタント協会 

 全国農業経営支援社会保険労務士ネットワーク 

 全国農業経営者協会 

（ 公 益 社 団 法 人 ）  中央畜産会 

（ 公 益 社 団 法 人 ）  日本農業法人協会 

（特定非営利活動法人） 日本プロ農業総合支援機構 

（ 一 般 社 団 法 人 ）  農業経営支援センター 

 農業経営アドバイザー審査会 

計 15団体 



令和５年度
農業経営アドバイザー
活動推進協議会

総会資料
令和５年７月７日（金）

会場：日本政策金融公庫
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１．令和４年度 農業経営アドバイザー連絡協議会（都道府県）の活動実績

○ 各都道府県連絡協議会では、①農業経営アドバイザー（以下、アドバイザーという。）の制度周知に向けた活
動、②アドバイザーの課題解決のスキルアップ、③公庫とアドバイザー、アドバイザー同士の連携・相互協力関
係の強化、④農業政策推進における関与強化の取組みを実施。

○ コロナ禍で一部中止した協議会もあったが、オンライン等工夫して３２協議会で総会・勉強会を開催。
令和４年度は全国で４５回の勉強会が開催され、アドバイザーや農業経営者等約1,000人が参加した。

取組事項 主な内容

① 制度周知 • 公庫主催の新規就農者に対するセミナーや、お客様交流会の開催時にアドバイ
ザーを招待。公庫から、アドバイザー制度の説明や、各アドバイザーの所属・得意
分野等を整理したチラシを参加者に配付して制度を周知

② アドバイザーの課
題解決のスキル
アップ

• 畜産生産現場に触れる機会の少ないアドバイザーに、従来の木造牛舎と自動給餌
器等による効率性を高めた新牛舎の比較視察を実施

• 社会保険労務士を講師に招き、顧客支援に際しての求人票作成のポイントや就業
規則を見る際のポイントについて講演

• スマート農業にかかる取組事例の勉強会を実施

③ 連携・相互協力関
係の強化

• ３県合同の協議会を開催し、他県のアドバイザーとの交流を実施
• 民間金融機関のアドバイザーに対して、業種別動向や、公庫の経営支援サービス

等について共有、案内

④ 農業政策推進に
おける関与強化

• 農水省による「みどりの食料システム戦略」、「農林水産物・食品の輸出」に関連し
た税制の勉強会を開催

• 世界情勢悪化における原油高と円安による国内農林水産業の影響について地方
農政局より説明
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（１）各都道府県連絡協議会の主な活動内容



１．令和４年度 農業経営アドバイザー連絡協議会（都道府県）の活動実績
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（２）都道府県連絡協議会活動事例

○ 農業経営アドバイザーと、アドバイスを受けた農業経営者を講師にお招きし、実際にアドバイスを受けた感想

等含め、トークセッション方式で講義。会員や金融機関、農業経営者ら約60人が参加。

〇 聴講した農業経営者から、「農業経営者と農業経営アドバイザーのパートナーシップが羨ましい。コンサルや

補助金のサポートを受けてみたい、農業経営アドバイザーを紹介してほしい。」、「自社の内部体制強化の

ため社員に農業経営アドバイザーを受けさせたい。」等の感想があり、農業経営アドバイザーの役割を農業経

営者に理解してもらうことができた。

「多様な人材がイキイキと活躍できる農場づくり」
・㈱本山農場 本山代表取締役 「銀行・税理士事務所それぞれの立場の

農業者支援」
・税理士法人小島会計 佐藤氏

ア 茨城県連絡協議会
【アドバイス事例を農業経営者等に講演し、アドバイザー制度の周知を図った事例】



①「コンサルタントとして農業経営者と向き合う心構え」
講師：半田正樹税理士

② 「地域農業の未来を拓く～地域まるっと中間管理方式も含めて～」
講師：可知祐一郎氏（魅力ある地域づくり研究所代表）

③ 「公庫の農業者に対する伴走型支援の取組み」
講師：公庫

④ 先進農業者の現地視察
視察先：県内花卉事業者

⑤ 「事例にもとづく実践型コンサルタント勉強会」
参加者及び公庫職員が、事例をもとに経営課題等を議論
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○ 年間の活動計画を、協議会会長（上級農業経営アドバイザー税理士）を中心に協議会で合議して策定。

〇 勉強会を年５回開催。

〇 税理士・中小企業診断士や金融機関のアドバイザーが参加。農業経営アドバイザーの課題解決のスキル

アップに取り組んだ。

イ 福岡県連絡協議会
【協議会で年間計画を立て、アドバイザーの課題解決のスキルアップに取り組んだ事例】
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Ｒ４年度 備考

募集期間 R4年7月6日～7月20日 定員800名×年1回実施（受験申込は約760名）

研修期間
R4年9月7日～11月10日
（研修動画のオンライン配信）

9月29,30日に研修講師と受講生の質疑応答セッション（Q&Aサロン）をリアルタイム配信

筆記試験 R4年11月11日～11月13日 ３日間で希望する日時・会場を選択

合格者数 217名 第１回から第34回までの累計合格者数は6,011名

（１）令和４年度（第34回）農業経営アドバイザー研修・試験の概要

２．令和４年度 農業経営アドバイザー活動推進（全国）の実績
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○オンライン配信により、以下のとおり実施。
（１）配信時期/受講者数 ： 令和５年１月上旬～２月上旬/585名
（２）プログラム
令和４年度は以下の２テーマについて、官公庁や事業者等による講義を配信。
【スマート農業】・・・スマート農林水産業ワーキンググループにおいて、アドバイザーのスマート農業人材育成への

参画が示されたことにより設定
【 輸 出 促 進 】・・・輸出額目標である2030年に５兆円達成に向け、輸出促進施策が推進される中で、食品輸出の現状

について情報提供を目的に設定
→今年度は、農業経営基盤強化法改正・みどりの食料システム法についての講演や、アドバイザーの活動事例の紹介
などを予定。

（２）全国農業経営アドバイザーミーティング

２．令和４年度 農業経営アドバイザー活動推進（全国）の実績

①現場の課題を技術で解決する「スマート農業」の推進に向けて
・農林水産省大臣官房技術政策室木村課長補佐

②スマート農業の取り組み
・㈲米八 加藤代表取締役

③農業におけるデータ活用について
≪「アグリノート」ではじめる営農改善≫
・ウォーターセル㈱藤原フィールドマーケティング部長

④クボタのスマート農業と将来展望
・㈱クボタ 飯田特別技術顧問

⑤農林水産物及び食品の輸出の促進に関する法律等の
一部を改正する法律の背景及び概要について
・農林水産省輸出・国際局輸出支援課輸出産地形成室
二瓶課長補佐

⑥全農グループの輸出促進に向けた取り組みの概要
・ＪＡ全農インターナショナル㈱ 川松管理・事業開発部長
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R2年度 Ｒ3年度 R4年度 合計

稲作 8 3 14 25

酪農 5 9 7 21

異業種 3 8 5 16

肥育牛 6 3 4 13

農家レストラン・直売・農産加工 5 2 5 12

養豚 5 4 1 10

施設野菜 5 1 2 8

採卵鶏 2 3 1 6

植物工場 2 0 0 2

地域商社 1 1 0 2

○ アドバイスの内容では、経営改善支援が最も多く、次いで事業承継支援、コロナの影響からの経営支援等があった。

事業承継支援では、承継に係る課題を洗い出して整理した事例、事業資産のマッチングをした事例等があった。

○ コロナの影響からの経営支援事例として、６次化・産地化・生産品目の追加等による事業再構築支援や補助金申請

を支援した事例があった。

○ 法人化支援では、雇用対策や福利厚生の充実、任意組合の法人化などの課題解決を支援する事例があった。

○ 業種別にみると、稲作は米価下落への対応、大規模化へのスマート農業導入、飼料用作物の導入の提案が、また

酪農ではコロナ禍の消費低迷、飼料高騰への対応、異業種からの農業参入相談（さつまいも、ワインへの参入等）

もあった。

業種別提案先数 （件）

（件）

２．令和４年度 農業経営アドバイザー活動推進（全国）の実績

（３）上級農業経営アドバイザーの活動実績レポートの概要及び事例
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※１事例で複数のアドバイス内容が重複する場合あり。



活動実績レポートの事例

✓ アドバイザー関与先の集落営農法人（稲作
150ha）が、適正規模を超えた経営で管理不足
のため経営不振に陥っていた。

✓ そこで、飼料販売会社と酪農家2件が設立した
新設ＴＭＲ法人へ農地を賃貸することを計画。

✓ アドバイザーはＴＭＲ法人の事業計画を策定し、
地権者と農地中間管理機構へ説明を支援。集
落営農法人の経営不振解決と畜産農家の飼
料高騰の対策を同時に実現。

✓ 営農型太陽光発電は、パネル下で作物を育て
るため、高い遮光率でも育つ作物を選ぶこと
が重要だが、適しているものは少ないため、適
切な営農が難しい状況にあった。

✓ そこで解決策として、陰性植物であり、パネル
下でも発育のよい榊を育てることとし、アドバイ
ザーが営農型太陽光発電事業者（農業者）と
榊卸企業をマッチング。

✓ 勉強会や意見交換会を重ねることで、太陽光
システム関連事業者や榊の流通事業者らが
参加する協議会の発足に至り、産地化への活
動を拡大。

集落営農法人とＴＭＲ新設法人をマッチング
し事業承継を支援（税理士）

営農型太陽光発電事業者（農業者）と
榊卸企業をマッチングし榊の産地化を支援
（元金融機関→コンサルタント企業）

✓ アドバイザーが、代表者高齢の農業法人と食
品卸企業をマッチングし、食品卸企業が農業
を承継。

✓ 無農薬・有機たい肥のさつまいもを生産し、ス
イーツ店を展開するとともに、食品卸企業の既
存販売網を活かして販売し、地元生産者から
集荷も実施する事業計画を策定。

✓ 異業種からの農業参入で、地域農業の担い手
の確保を実現。今後、地域活性化のけん引役
となることが期待されている。

✓ アドバイザーが若手のメロン生産者グループ
の事業計画作成を支援し、「SDGｓへ繋がる
G.GAPに取組み、こだわりの販売を行う」方針
を策定。

✓ 方針に沿ってGAP指導員による勉強会を複数
回実施し１名がG.GAP認証を得た。GAPの取組

やメロンの品質を評価され、コストコへの新規
販路開拓と香港企業への輸出が実現。

GAP認証取得支援による販路マッチング・輸
出支援（金融機関職員）

食品卸企業の農業新規参入による事業承
継を支援（金融機関職員）
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（２） 令和５年度農業経営アドバイザーミーティングの実施概要

○農業経営アドバイザー資格保有者に対する研修・スキルアップの機会として以下のとおり実施予定。

（１）受講定員：500名

（２）開催方法：オンライン開催とし、令和６年１月から２月にかけて動画配信。

（３）プログラム

農業経営基盤強化法改正・みどりの食料システム法についての講演や、アドバイザーの活動事例の紹介など。

（１） 令和５年度（第35回）農業経営アドバイザー研修・試験の実施概要

○農業経営アドバイザー研修・試験については、以下のとおり実施予定。

（１）募集定員：800名、募集期間：７月５日（水）～７月19日（水）

（２）研修：受講期間内にオンラインにて講義視聴

〔受講期間：９月上旬～筆記試験前日まで〕

（３）筆記試験：受験者最寄りの会場にてオンライン受験

〔試験日程（予定）：11月10日（金）～11月12日（日）（※受験者が希望日時を選択）〕

〇上級農業経営アドバイザー試験については、以下のとおり実施予定

（１）１次選考 書類提出期限 ６月７日（水）～６月30日（金） （結果発表日 ８月31日（木））

（２）２次選考 論述試験：10月18日（水）、面接試験及び審査会：10月19日（木）、公庫本店にて実施

３．令和５年度の農業経営アドバイザー制度に関する取組み

（３） 農業経営アドバイザー制度ロゴマークの商標登録について

農業経営アドバイザー制度の認知度向上のため、ロゴマークを制作し、商標登録が完了。
全国のアドバイザーに活用していただくよう周知し、アドバイザー制度の認知度向上に生かす。
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